
琉球大学学術リポジトリ

ガスクロマトグラフィーによるみつばはまごうの葉
の精油の分析 ― そのモノテルペノイドについて ―

言語: 

出版者: 琉球大学文理学部

公開日: 2011-11-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 外間, 宏三, Hokama, Kozo

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/22407URL



3１

ガスクロマトグラフィーによる

みつばはまどうの葉の精油の分析

そのモノテノレペノイドについて

外間宏

AnalysisofEssentialOilsinLeavesofWre几か』ん〃α,Ｌ･

byGasChromatography.…OntheMonoterpenoids．

ＫｏｚｏＨＯＫＡＭＡ

Summary

Theessentialoil（thiswillhereafterbereferedtoasHE）obtainedbysteam

distillationofleavesandbranchletsofVitextrifolia，Ｌ・（so-calledMitsuba-Hamago
orTachi-Hamago）wasremovedfattyacidsandphenolscontaininginitbywashing
withalkalisolutionandcarriedoutasthefollowingmethods．

ａ）FractionalDistillation

b）GasChromatography

c）Infra-RedSpectroscopy
Astheresu1t，thenextfactswereknown．

（１）TheHEwasseparatedintotwelvefractions

（２）Monoterpenoids,suchasaPinene,βPineneandLimonene,ａｒｅｃｏｎｔａｉｎｅｄｉｎ
ｔｈｅＨＥａｓｍａｉｎｃｏｍｐｏnents，

ThesesubstanceswereidentifiedbｙａｃｏｍｐａrisonoftheirGasChro‐

matographyandlRSpectrawiththoseofpurereferencecompounds．

（３）Thedistillatedfractions,ＨＥ７，８～ＨＥ１０，seemtobealcohoLKetoneand
ester（acetate）ofmonoterpenoids．

（４）Consideringtheb.ｐ，130-140°Ｃ/ｌ４ｍｍＨｇ，thedistillatedfractions，ＨＥ１１
ａｎｄＨＥ１２，seemtobesesquiterpenoids，C15H24．

（５）Ｉｎａｐａｐｅｒ,(1)theauthorShinozakireportedthattheessentialoilextracted

fromVitextrifolia，Ｌｖａｒ、ovataMakinoproducedinOgasaharaislands
containsCamphene・However，ｔｈｅＣａｍｐｈｅｎｅｄｉｄｎｏｔｂｅｃｏｎｔａｉｎｅｄｉｎｏｕｒ
ＨＥ．

1．緒
一

一

ロ

糸つばは主ごうは，クマツヅラ科の植物で一名たちはまどうとも称し沖繩地方ではホーガー

ギーと呼ばれている.沖繩地方では山野や畑の畦等に自生していてありふれた植物である．太
い杖や短かい樹幹をもった小さな潅木様の喬木になり，葉は複葉で３つ乃至1つの小葉を持っ
ていて約５乃至１０ｃｍの長さをもち表面は緑色，裏面は灰白色で饒毛を持っている．南日本か
らオーストラリヤ，熱帯アジヤやポリネシヤに広く分布しているようである(2)．
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この種の植物については篠崎(3)の研究がある．すなわち篠崎はみつぱはまどうの亜種である

小笠原産はまどうJ7iZeqMrdL/bJia,Ｌ・ｗｚｒ､ＣＭα,MAKINo＊の葉の精油より，モノテルペソとし

てα-ピネソ，カソフエンおよび酪酸テルピネオールの存在について報告している．著者は糸

つばはまどうＶｉｌｌｅ川'･加"α,Ｌ､の葉および小枝を水蒸気蒸留して得た精油について，特に，そ

のモノテルペノイドについて，些か知見を得たので弦に研究予報として報告することにする．

なお，篠崎は小笠原産はまどうに前述の如く，カソフエソの存在を報告しているが，ゑつばは

まどうの精油には，それが存在しないことが確認された．

験２．実

2-1試料の採取

試料のみつばはまどう（Fig.１）は主と

して５月下旬より８月上旬にかげて首里近

郊において採集された．試料として，葉お

よび小枝を切りとり．之を麻袋に詰めて持

ち帰り，1日置いて水蒸気蒸留に付して精

油を得た．

2-2精油の取得方法

２個の蒸留缶にそれぞれ原料葉および小

枝を５ｋｇ～８ｋｇ程度づつ入れて，水蒸気

蒸留に付し，それぞれの缶より留出水６ｚ

～８Jを留出させ,留出水の表面に浮源して

いる精油分を分取し，無水硫酸ソーダにて

脱水乾燥し,之をHL1とした．HL1を分取

した母液にはなお，相当量の留出成分が溶

存しているので之をエーテルで抽出し，同

じく無水硫酸ソーダにて脱水乾燥し，之を

ＨＬ２とした・

原料葉および小枝の処理量256ｋｇ

粗精油の収量212.59収率0.083％

HLjの収量199.59収率（原料に

対して）0.078％

印可

蕊iiii3

蕊ii1i111i》
鑿？

鱗Jiiiill1Il111lMl1li1l1ll1，

鋼'１lllliii1l1Il｢ｌｉｉ Ｐｂ■寸界

FiglVitextrifolia，Ｌ、

HL1の色調黄金色

HL2の収量86.59収率0.033％

HL2の色調褐色

ＨＬ,約709をとり，脱酸のため，2.5％ＮａＯＨ溶液とよく振りまぜ，二層に分離させ》精油

分を分取し，分取した精油をアルカリ分のなくなるまで水洗いし，後，之を無水硫酸ソーダに

て脱水乾燥して得た精油（之をＨＥとする.）約659を得た．ＨＥを本研究の試料とし，本報

*）平尾子三吉著日本精油化学（昭和23年発行）ｐ､150による．篠崎の原報ではVitextrifolia,Ｌ、と

してある．
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ではＨＥについて発表しHL2およびアルカリ可溶部（之をＨＡとする）にいては後日に譲り

たい． ９

Leaves＆branchletsofVitextrifolia，Ｌ’

１s…disL
Crudeessentialoil

lDehyd…
Refinedessentialoil（HL1）

lNaOHacLUns・moSoluble

｜l:ifiHl爵!｡。
↓

essentialoil（ＨＥ）
↓

acids,phenols（ＨＡ）

Fig.２Extmctingmethodsofessentialoil（ＨＥ）

2-3精油1ｍの精密分留

精油（HE）２ＯＣＣをとり，協和科学株式会社製同芯管式精密分留装置（KYOWAIV-L

ConcentricTube，ｐｌａｔｅ８０；九州大学生産科学研究所々管）を使用して，精密分留を行ない

12留分を得た．

TableLEffectsofthefractionaldistillationofHE

FractionNo． b､ｐ・(.C） yield（v・％）pressure（ｍｍＨｇ） yield（c・・）

ＨＥ１ 7８ 6４ 5．５０1．１０

ＨＥ２ 78～８１ 5．２５6４ 1.05

ＨＥ３ 81～８８ 6２ 1．１０ 5．５０

ＨＥ４ 65～６６ 0．４５ 2．２５2１

ＨＥ５ 62～６８ 1４ 1．８５ 9．２５

ＨＥ６ 1４ 0．１０ 0．５０64～７０

ＨＥ７ 78～８０ 1４ 0．５０ 2．５０

ＨＥ８ 102～110

102～112

1４ 0．０５ 0．２５

ＨＥ９ 0．４０1４ 2.00

ＨＥ１０ 122～124 1４ 0．４５ 2．２５

ＨＥ１１ 136～140 1４ 2．５０ 12.50

ＨＥ１２ 140～143 1４ 0．０５ ０．２５

Residue 4.25(９）

HID各留分のガスクロマトグラフィー

定相：PEG-4000（celite545）

ラム：内径5.0ｍｍ，長さ１．０ｍのＵ宇型ステンレスパイプに充てん剤を充てんした

ものを２本直列に連結して用いた．

2-4

固

力
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Ｔａｂｌｅ２．GaschromatographeffectsofHE

ａ－Ｐｉｎｅｎｅ

(Standard）
SamplelColumn Peak（I） Peak（Ⅱ）

Ｒ、Ｔ・

(ｍin）
Content

（％）

Ｒ、Ｔ・

(ｍin）
HElTemp.(.C） Ｒ,Ｒ､Ｖ、２

ＨＥ１１１２０ ５．２

HＥ２１１２０ 5.2

HＥ３１１２０ 4.4 55.07.2 1．６５

HＥ４１１２０ 4.4 7.3 84.461．６７

ＨＥ５，６１１２０ ４．２ 7.2 1．７０１１７．４
ﾛ、

－－－－

”Ｐｉｎｅｎｔ β-Pinene

HＥ７，８１１３０ 3.4

Sample Peak（Ⅲ） Pake（Ⅳ） PeakW）

Ｒ､Ｔ・

(ｍin）
Content

（％）
Ｒ､Ｔ、

(ｍin）
Content

（％）
Ｒ､Ｔ，

(ｍin）
Content

（％）
ＨＥ Ｒ､Ｒ､Ｖ、 Ｒ､Ｒ､Ｖ、 Ｒ､Ｒ､Ｖ、

ＨＥ１

ＨＥ２

ＨＥ３ 8.8 2.01 2．７２ 10.3 2．３５ 2．７２4．５６ 11.7 2．６７

ＨＥ４ 8.8 2．０２ 1．４６ 1０．５ 2．３８ 2．３５4．４０ 1１．７ 2．６７

ＨＥ５，６ 14.2＊ 3．３８ 74.72

Ｐｅａｋ（ｒ）
－－－－－ヘ

８．８１２.舗畿’７．６０ＨＥ７，８

CorresDondinR

Peak（Ⅶ） Peak（Ⅷ）

Ｒ､Ｔ・

(ｍin）
Content

（％）
Content

（％）
K・'1,.｜ロロ下７１ＣＣ Ｒ､Ｔ・

(ｍin）
Ｒ､Ｒ,Ｖ、 Ｒ､Ｒ､Ｖ、

16.11３．８２１３．６９

Peak（Ⅲ）
／￣

4６．８１１３．８５１４１．５６づ’10.0’２．９０１９－０８

tｏ（Ｖ)(Ⅵ)(Ⅶ）

Peak（Ⅸ）Sample Peak（Ｘ） Peak（Ⅲ）

Ｒ､Ｔ・

(ｍin） ＭＭｌＣ勝nｔ
Ｒ,Ｔ、

(ｍin）
Content

（％） 脇ｌＲＭ
Content

（％）
ＨＥ Ｒ､Ｒ､Ｖ、

ＨＥ１

ＨＥ２

ＨＥ３

ＨＥ４

ＨＥ５，６

Ｐｅａｋ（Ⅳ'） PeakW'） Peak（Ⅵ'）
／￣￣

ＨＥ７，８ 5３．３１１５．７７１７．３６ 7００１２０．７４１３０．２６ 7２．３１２１．４０１４．１４

Containingalcoho1s，ketones，esters

Ｒ､Ｔ・＝RetentionTimeR.Ｒ,Ｖ・＝RelativeRetentionVolume

＊Ｌｉｍｏｎｅｎｓｅｅｍｓｔｏｂｅａｐｒｉｎｃｉｐａｌｃｏｍｐonent，ｂｕｔｔｈｅｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓｏｆ（Ⅲ)，（Ⅳ)，ａｎｄ（Ｖ）
ａｒｅｍｉｘｅｄ．

＊＊Therelativeretentionvolume，１．５８，ｆｏｒβ-Pineneagreescompletelywiththatmeasured
undertheidenticalconditionswiththoseofZubykandConner,(4)smcetherelative
retentionvolume,２．９０，ｉｓｖｅｒｙｃｌｏｓｅｔｏ２８８ｏｆｒ－ＴｅｒｐｉｎｅｎｅｇivenbyZubykandConner，
ｔｈｅｃｏｍｐｏｎｅｎｔｃｏｕｌｄｂｅｒ－Ｔerpinene．

**＊Therelativeretentionvolume，２．５９，ｉｓｃｌｏｇｅｔｏ２､４６ｏｆβ~Phellandreneand229of

DipentenegivenbyZubykandConner.(5)
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カラム温度：100～130°Ｃ

キャリアーガス：水素ガス

内部標準物質：a-pinene

装置：株式会社柳本製作所製GCG-2型（鹿児島大学工学部応用化学教室所管）

糸つばはまどうの各留分HE1～ＨＥ８をガスクロマトグラフィーにより分析した結果をTable

２にあげる．Ｔａｂｌｅ２の相対保持値はa-pineneを１．００として比較した値である．

2-4-1留分ＨＥ１およびＨＥ２

ＨＥ１およびＨＥ２のガスクロマトグラムは完全に一致し，両者ともその成分は殆ど100％

a-pineneである．同定に使ったa-pineneよりも純粋であった．また，赤外吸収スペクトル

でも,本留分がa-pineneであることを同定確認した．（Fig.３，Fig.８）

（１）

０５１０

Ｔｉｍｅ（ｍin）

Stationaryphase：PEG-4000/Celite5452m；CarrierGas：

Rate：７１．４，１/ｍ；ＣｏｌｕｍｎＴｅｍｐ.：120.Ｃ；RecorderSens.：

Ｆｉｇ３ＧａｓＣｈｒｏｍａｔｏｇｒａｍｏｆＨＥ１

Ｈ２；Ｆ１０ｗ

３２ｍｖ

2-4-2留分HE3

a-pinene（１）３５％，β＝pinene（Ⅱ）５５％その他10％の（Ⅲ）（Ⅳ）（Ｖ）の未確認モノテ

（１） (Ⅱ）

Ⅲ
0 ５１０1５２０２５

ＴｉｍＰ（riiin）

StationaryPhase：PEG-4000/Celite5452m；CarrierGas：Ｈ２；F1ow

Rate：73.2ｍl/ｍ；ＣｏｌｕｍｎＴｅｍｐ.：100°Ｃ；RecorderSens.：２ｍｖ

Fig.４（a）ＧａｓＣｈｒｏｍａｔｏｇｒａｍｏｆＨＥ３
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ルペノイドが少量づつ含まれる．（Fig.４（a))．β－pineneの相対保持値はMyrceneのそれと

近似しているので，ＨＥ３留分に標準のMyrceneを混合してガスクロマトグラムをとった所，

新しくMyrceneのピークが生じたので，ピーク（Ⅱ）の成分がMyrceneではないことが確

かめられた．（Fig.４(b))．さらに，ピーク（Ⅱ）の成分がβ-pineneであることを確認するた

めに，ＨＥ３留分に標準のβ-pineneを混合してクロマトグラムをとり，それが，ピーク（Ⅱ）

と完全に一致することを確かめた．

(H１

(１）

ＭｙrｃｅＩＭＰ

／

Ｏ５ ｍｌ５

Ｔｉｍｅ（ｍin）

StationaryPhase：PEG-4000/Celite5452m；CarrierGas：Ｈ２；F1ow
Rate：71.4ｍl/ｍ；Ｃｏ１ｕｍｎＴｅｍｐ.：120°Ｃ；RecorderSens.：３２ｍＶ

Fig.４（b）GasChromatogramofHE3mixedMyrcenｅ

〔Ⅱ）

０
６１０ｌ５

ＴｉｍＢＬｒｒｊｎ）

StationaryPhase：PEG-4000/Celite5452m；CarrierGas：Ｈ２；F1ow
Rate：71.4ｍl/ｍ；ＣｏｌｕｍｎＴｅｍｐ.：120°Ｃ；RecorderSens.：３２ｍｖ

Fig.４（c）GasChromatogramofHE3mixedβ-Pinene

2-4-3留分ＨＥ４

成分の含有量はa-pinene（１）が約７％で，主成分のβ-pinene（Ⅱ）は約85％である．

（Ⅱ）

ncpe2

10５ 1５

Ｔｉｍｅ（ｍin）

StationaryPhase：PEG-4000/Celite5452mjCarrierGas：Ｈ２；F10w
Rate：71.4ｍl/ｍ；ＣｏｌｕｍｎＴｅｍｐ.：120°Ｃ；RecorderSens.：３２ｍｖ

Fig.５（a）ＧａｓＣｈｒｏｍａｔｏｇｒａｍｏｆＨＥ４



琉球大学文理学部紀要（理学篇） 3７

人
５１０１５ ２０

Ｔｉｍｃ（rnin）

StationaryPhase：PEG-4000/Celite5452m；CarrierGas：Ｈ２；F1ow

Rate：71.4ｍl/ｍ；ＣｏｌｕｍｎＴｅｍｐ.：120.Ｃ；RecorderSens.：３２ｍｖ

Fig.５（b）GasChromatogramofa-Pinenemixedβ-Pinene

その他，（Ⅲ）（Ⅳ）（Ｖ）の未確認モノテノレペソ炭化水素を約８％含有している．

a-pineneにLimoneneを混合して得たガスクロマトグラムよりピーク（Ｖ）の成分は

Limoneneであると思われるが，（Ⅲ)(Ⅳ）などの成分が混在している．（Fig.５(a)，Fig.５(b)）

2-4-4留分１，５，６

a-pinene（Ｉ）は殆んど含まれていないが，β-pinene（Ⅱ)を約15％含有している．主成は分

ＨＥ４の（Ⅲ）（Ⅳ）（Ｖ）の数種の成分が混在する部分で，７５％を占めている．（Fig.６（a)）

ＨＥ５，６留分に標準のLimoneneを添加して測定したガスクロデーターより，この部分((Ⅲ)～

(Ｖ)）の主成分はほぼLimoneneに間違いないものと老へられる．

(、）～(ｖ）

(Ⅱ） (Ｖｎ

１ＬⅦ〕

５１０ １５２０

Ｔｉｍｅ（ｍin）

StationaryPhase：PEG-4000/Celite2m；CarrierGas：Ｈ２；Flow

Rate：71.4ｍl/ｍ；ＣｏｌｕｍｎＴｅｍｐ.：120°Ｃ；RecorderSens.：３２ｍＶ

Fig.６（a）ＧａｓＣｈｒｏｍａｔｏｇｒａｍｏｆＨＥ５６

０

－(Ⅲ)～(Ｖ)）

５１５０１０２０

Ｔｉｍｅ（ｍin）

StationaryPhase：PEG-4000/Celite5452m；CarrierGas：Ｈ２；Flow
Rate：71.4ｍl/ｍ；ＣｏｌｕｍｎＴｅｍｐ.：120.Ｃ；RecorderSens.：３２ｍｖ

Fig.６（b）ＧａｓＣｈｒｏｍａｔｏｇｒａｍｏｆＨＥ５､６mixedLimonene
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甑

2-4-5留分ＲＩＥ７，８

（Ｉ'）（Ⅱ）はモノテルペソ炭化水素で，合せて約１７

％含まれ，ＨＥ５，６の（Ｖ)～(Ⅶ）の成分と思われる．

Zubyk＆ConnerQ)はa-pineneを１．００としたときのβ－

pineneの相対保持値として１．５８を提示している．著者

もZubyk＆Connerの測定条件と全く同一条件（PEG-

4000を使用，カラム温度130°Ｃ，a-pineneを１００とす

る.）で測定してβ-pineneの相対保持値として，Zubyk

＆Connerと全く同一値を得た．それ故，Zubyk＆

Connerのデーターから（Ⅱ）の相対保持値2.90に近い

ものとしてγ-Terpinene（相対保持値2.88）があるの

で，（Ⅱ'）はγ-Terpineneではないかと思われる．ま

た，同じくZubyk＆Connerによると，（Ｉ'）の相対

保持値２．５９に近いものとして，β-phellandrene（相対

保持値2.46)，Dipentene（相対保持値2.29）がある．

ＨＥ７，８留分の主成分は（Ⅲ/)(Ⅳ')(Ｖ')(Ⅵ'）などの

数種の成分で，赤外吸収スペクトルからモノテルペソア

ルコールおよびケトソまたは少量のエステル（アセテー

ト）の混在が認められる．（Fig.７，Fig.１２）
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2-5ＨＥ各留分の赤外吸収スペクトル

ＨＥの各留分ＨＥ１～ＨＥ１２の赤外吸収スペクトルを

測定してみた．（装置は，鹿児島大学工学部応用化学教

室所管日本分光DC-301型を使用）
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2-5-1留分１，１およびＨＥ２

ＨＥ１およびＨＥ２両者の赤外吸収スペクトルは一致

した．3400ｃｍ-1附近にＯＨ伸縮振動の吸収も認められ

ず，また，1700ｃｍ~'～1740ｃｍ-1に＞Ｃ＝Ｏの伸縮振動

の吸収もないが,1380ｃｍ~'～1450ｃｍ-1に各種の型のCH2，

CH3基の変角振動の吸収帯が顕著に出ている．ガスクロ

マトグラフィーで同定した結果a-pineneであることを

確認した．（Fig.８）
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2-5-2留分ＨＥ３

3400ｃｍ-1附近にＯＨ伸縮振動の吸収は認められず，

1700ｃｍ-1～l740cm-1の間にも吸収はない．また，１２５０

ｃｍ-1附近のエステル吸収帯も認められない．それ故，

HＥ３はモノテルペソ炭化水素である．ガスクロマトグ

ラフィーで同定した結果a-pinene,β一pineneが主成分

であることが分った．（Fig.９）
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2-5-3留分ＨＥ４

ＨＥ４はＨＥ３と類似のスペクトルを示し，モノテノレペソ炭化水素である．ガスクロマトグ

ラフィーによりβ-pineneが主成分であり，その他にa-pineneおよび赤確認のモノテルペ

ンが３種含有されていることが分った．（Fig.１０）
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外間：ガスクロマトグラフィーによるみつぱはまどうの葉の精油の分析4０

2-5-4留分ＨＥ５，６

3400ｃｍ~１，１７００ｃｍ~'～1740ｃｍ-1附近に吸収帯が認められないので炭化水素である．（Fig.
11）
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2-5-5留分１m７，８

3400ｃｍ-１（294"）にＯＨ伸縮振動の吸収があり，ＯＨ基が存在する．1720ｃｍ-1附近の吸収

は＞Ｃ＝Ｏ伸縮振動で，＞Ｃ＝０基の存在が認められる．８０匹（1250ｃｍ~'）附近のエステル

吸収帯は認められない．それ故，ガスクロマトグラフィーの結果とも照合して２～３種類のア

ルコールを主成分として，ケトソが混在するものと考えられる．（Fig.12）
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2-5-6留分１，９

3420ｃｍ~'にＯＨ伸縮振動の吸収帯があり，アルコールの存在が予想される．l700cm-1～

1750ｃｍ-1の間にＣ＝Ｏ伸縮振動がいくつも重なってあらわれているのは恐らく，ケトソ若<

はアルデヒドおよびエステルの混在が考えられる．1264ｃｍ-1の吸収はエステルの逆対称伸縮
Ⅱ０

振動と思われる．これに対応する－Ｃ－ＯＲの＞C-0の吸収帯は1700ｃｍ-1～1740ｃｍ-1の間の

C＝０伸縮振動の中に含まれる．それ故，ＨＥ９はモノテルペソアルコール，ケトソおよびエ
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ステノレ（アセテート）等の混合物と思われる．（Fig.13）
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2-5-7留分Ｉｍｌｏ

1460ｃｍ~'附近のＯＨ伸縮振動の吸収は弱く，ＨＥ９に比してアルコールの含量は少ない．

1700ｃｍ-1～1750ｃｍ-1の間のＣ＝０伸縮振動および8.0/u吸収帯が大きいことから，エステルを

主成分とし，ケトソの混在が予想される．（Fig.１４）
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２－５－８留分ＨＥ１１

ＯＨ基は存在しない．］728ｃｍ-1のＣ－０伸縮振動の吸収帯は弱く，エステル吸収帯（8.叩）

屯殆んど認められない．それ故，ケトン（またはエステル）が僅かに混在するが，主成分は炭

化水素で，沸点などを考慮すれば，セスキテルペン炭化水素と予想される．（Fig.１５）

2-5-9留分１，１２

ＯＨ基，＞C－０基，エステル類の存在は認められない．沸点よりＨＥ１２はセスキテルペソ

炭化水素と考えられる．（Fig.１６）



外間：ガスクロマ4２ トグラフィーによるみつぱはまどうの葉の精油の分析
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塞砠

（１）精油ＨＥ中にはモノテノレペソ炭化水素としてはα-ピネソ，β-ピネソおよびリモネソ

などが主成分として含有され，その他数種のモノテルペソ炭化水素を含有する．

（２）ＨＥ７，８，ＨＥ９，ＨＥ１０は赤外の考察からアルコール，ケトソ，エステル（アセテー

ト）などのモノテルペノイドである．

（３）ＨＥ１１，ＨＥ１２はセスキテルペソ炭化水素CI5H24である．沸点および水蒸気蒸留物で

ある点からジテノレペソではない．ＨＥｌｌ，ＨＥ１２の沸点130～140°Ｃ/14ｍｍＨｇはC15H24に相当

する．

（４）小笠原はまどう精油中にCampheneの存在が報告されているが,(6)本実験において，

象つばはまどうの精油にはCampheneは含まれないことをガスクロマトグラフィーで確かめ

た．

（５）Myrceneも殆んど認められない．

終わりに，本研究にあたり終始指導と便宜を賜った鹿児島大学工学部応用化学教室隈元実忠

教授，九州大学生産科学研究所竹下健次郎教授，高砂香料Ｋ､Ｋ・多和田真淳氏（琉球政府文化

財保護委員会）に深甚なる謝意を表します．
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